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１ 単元名 日本の工場の工夫を魅力チラシで伝えよう！（日本の工業生産の今と未来） 

  

現在、日本には約 20 万もの工場が建設されている。身近な例を挙げると、今年 2 月に熊本県

菊陽町に JASM も建設された。生産額を見ても、以前の日本と比較すると大きく増加し、日本の

工業は発展してきている。しかし、そこには課題も多く存在している。特に、中小工場に関し

ては昨今様々な課題が挙げられている。子どもたちは、JASM や大手自動車工場等、いわゆる大

工場に対する関心や認識はあっても、中小工場に対する関心等は高くはない。それは、中小工

場のものづくりは普段生活しているだけでは、なかなか目に見えるものではないからである。 

そこで子どもたちに、日本の工業を支えているのは大工場だけではなく、中小工場の工夫や

努力もあることに気付いてほしい。それらを追求していく過程で、日本の未来の工業生産発展

のために大切なことは何かついて多面的・多角的に追究していく子どもの姿を目指していく。 

そこで本実践では、日本の工場のものづくりに焦点を当ててそれぞれが調査をしていく中で

見えてきた工夫や努力をチラシにまとめていく。その過程で、今後の日本の工業発展に大切な

ことは何かを追究していく活動を行う。このような学習の中で、工業生産と国民生活とのつな

がりを自分事として捉えながら、自ら社会と関わり続けようとする子どもを育んでいく。 

 

２ 単元について 

⑴  本単元では我が国の工業生産について、製造の工程、工場相互の協力関係、優れた技術などに

着目して、工業生産に関わる人々の工夫や努力を捉え、その働きを考え表現することを通して、

工業生産に関わる人々は、消費者の需要や社会の変化に対応し、優れた製品を生産するよう様々

な工夫や努力をして、工業生産を支えていることを理解することをねらいとしている。 

本実践では、まず個々に興味をもった日本の工場のものづくりについて調査しながら、その

製造過程や、工夫や努力等をチラシにまとめていく。その後、放置竹林を原料とした植物由来

の生分解性のプラスチック代替物質のモドセルやモドセルストローなどを製造している株式会

社アミカテラを取り扱う。放置竹林は利用価値が非常に低いだけでなく、放っておくと安全面

においても危険を及ぼす可能性がある。つまり、アミカテラの取組は工業発展のためだけでは

なく、環境保全、そして未来の消費者の命をも大切にしているものづくりだと言える。個々の

調査で得た、ものづくりの視点に加えて、「環境保全」や「地域貢献」等といった、新しい視点

を獲得していく。その後再び全国の工場のものづくりの調査に立ち返ることによって、新しく

得た視点を基に多面・多角的に日本の工業生産について捉え直していく。この過程で、子ども

たちに社会の形成者としての自覚を促し、社会にかかわる価値について考えさせていきたい。 

⑵  子どもたちは、第三学年で地域の田や畑の仕事について学習し、第五学年になって今までに、

全国に視野を広げて農業や水産業について学習している。本単元で、全国の工業生産の特徴や国

民生活との関わりを学習した後に、全国の情報通信産業へと学びを広げていく。 

⑶  本単元に関する子どもたちの実態は次の通りである。(調査人数３６人) 

①  工業に興味があると答えた児童は２２名、ないと答えた児童は１４名だった。後者の理由に関

しては、「普段ものがどこで作られているのか気にしたことがないから」などが挙げられていた。 

②  大工場と中小工場の違いに関して、「工場の規模が違う。」「作っているものが違う。」など、漠

然なイメージは持ってはいるものの、「働く人数」に着目して解答している児童は少数であった。 



 

３ 単元の目標 

⑴ 工業生産に関わる人々は、消費者の需要や社会の変化に対応し、優れた製品を生産するよう

様々な工夫や努力をして、工業生産を支えていることを理解することができる。 

⑵ 製造の工程、工場相互の協力関係、優れた技術などに着目して、工業生産に関わる人々の工夫

や努力を捉え、その働きを考え、表現することができる。 

⑶ 日本の工業生産と国民生活との関連について、予想や学習計画を立てたり、学習を振り返った

りして、主体的に課題を追究し、解決しようとしている。 

 

４ 指導計画（１２時間取り扱い） 

時 学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法等 

１ 

１ 学習の見

通 し を も

つ。 

○ 日本の工場数・働く人の数・生産額の割

合に関するグラフ等を提示することで、大

工場と中小工場の違いに着目させる。 

○ 「日本の工場ではどのようなものが作ら

れているか知っているか」と問うことで、

それらに対する意識が低いことを自覚させ

る。その上で、日本の工場のものづくりの

よさをチラシにまとめて宣伝していくこと

を目標とした活動を子どもたちと設定する 

【主】日本の工業生産

と国民生活との関連

について、また、国

内生産業や産地、工

業の取組等について

予想を立てながら活

動に取り組もうとし

ている。 

（観察・振り返り） 

３ 

 

１１ 

２   日本の工

業について

調査する。 

 

⑴   全国の工

場のものづ

くりについ

て 調 査 す

る。 

⑵   アミカテ

ラのものづ

くりについ

て 調 査 す

る。 

 

 

○ 調査をする前に「これからの日本の工業

生産に必要なこと」を明記しておくこと

で、調査を進めていく中で変容していく自

分の考えを自覚できるようにする。 

○ 自分の興味のある工場のものづくりにつ

いて調査する時間を設けた後に、アミカテ

ラの製品と出合うことで、それぞれのもの

づくりを比較したり、関連付けたりしなが

ら視点を再考できるようにする。 

○ 本時ではアミカテラのものづくりのねら

いについて話し合うことで、環境保全の内

実や人々の思いに気付き、チラシを再考す

ることができる。（本時８／１２） 

○ アミカテラの調査で得た学びを、全国の

ものづくりの取組と比較したり、関連づけ

たりしながら調査することで、多面的・多

角的に日本の工業生産について考えること

ができるようにする。 

【知】工業の種類、地

域の分布等に着目し

て、各種の資料で調

べ、まとめ、工業生

産の概要を理解する

ことができている。 

（観察・チラシ） 

【思】製造の工程、優

れた技術等に着目

し、人々の工夫や努

力を捉え、表現する

ことができる。 

（観察・チラシ） 

【主】相互評価を基

に、チラシを見直

し、作りかえようと

している。 

（観察・チラシ） 

１２ 

３ 学習のま

と め を す

る。 

○ 単元の終末に簡易的な問題を作成させ、

課題として子どもたちに解かせることで、

単元の学びと問題との関係を価値付ける。 

【知・思】要点をおさ

え考えをまとめるこ

とができる。（問題） 

『日本の工場の工夫を魅力チラシで伝えよう！』 

～ 



５ 本時の学習 

⑴  目標 

デメリットがあるにも関わらず、アミカテラがなぜ環境のことを大切にするのか話し合うこと通

して、環境保全の内実やそこに携わる人々の思いに気付き、チラシを再考することができる。 

⑵ 展開 

時間 学習活動 子どもの思い・姿 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

５ 

 

１ アミカテラの「環境に

いい」ものづくりについ

て考える。 

 

 

 

 

 

 

 

２ アミカテラがなぜ環境

を重視ているのかについ

て考える。 

 

 

⑴ グループで話し合う。 

 

 

 

⑵ 全体で話し合う。 

 

 

 

 

 

３ 自分のチラシを再考す

る。 

 

 

 

４ 本時を振り返る 

 

 

 

 

 

○ アミカテラの魅力がたくさんありすぎて、何をチラシ

に書けばいいのかがまだよくわからないんだよね。環境

を大切にしているってことを伝えたいんだけど…。 

○ 私はモドセルの長所について書いたよ。最終的に土に

戻る、という点が環境を大切にしていると思いました。 

○ 僕もモドセルについて書きました。モドセルの原料は

放置竹林を使っているという点をチラシに書いてます。 

○ 私は製造過程について書いています。普通のプラスチ

ックは作るときに二酸化炭素が多く発生するけど、モド

セルはそれがほとんどでないということを書いてる。 

○ 確かに環境も大事だとは思うけど、そこまでこだわる

必要はないと思う。すぐに効果が出るわけじゃないし。 

○ 見学の時にモドセルはメリットも多いけど、材料費が

高いってことと、プラスチックみたいに完全に透明には

できないってことがデメリットだって言ってたね。 

○ 確かに材料費が高いのはきつくない？その分買う時の

値段も高くなるし。消費者にとってもデメリットだよ。 

○ 値段が高くなるのはしょうがないよ。リスクを背負っ

てまでも環境のことを大切にしたいってことじゃない？ 

○ 水俣と益城に工場を建てた事にも関係あると思うよ。

そこの地域のイメージを変えたいって言ってたじゃん。

それだけ地域のことを考えてくれてるんだよ。 

○ 地域のことを考えているからこそ、環境にこだわって

いるんだと思います。たしかにすぐには効果は出ないか

もしれないけど、未来のことを考えてくれている。 

○ 環境が大切って見出しに書いてるけど、このままじゃ

伝わらないかも。材料のことについて、もう少し詳しく

文章を書きかえてみよう。 

○ 私が前調べていた工場は、「安全性」を大切にしてい

るな。他の工場は何を大切にしているのか気になる。 

○ これだけ環境のことを考えて、モドセルを生産してい

るなんて改めてすごいと思いました。「未来も考えなが

ら生産していること」も視点に加えました。 

○ 前に調べた工場のチラシを見返し、ものづくりは環境

が全てではないと思いました。他の工場は何を大切にし

ながらものづくりをしているのかまた考えていきたい。 



 

 

 

 

 

主体的・対話的で深い学びを生み出す教師の支援（発問・指示・教具・評価） 

○ アミカテラの魅力について、「チラシに何を書けばいいのか分からない」と書いている子

どもの振り返りを紹介し、環境保全のことに着目している子どものチラシを複数紹介するこ

とで、アミカテラは環境を重視したものづくりをしていることを全体で確認する。その上で

「なぜアミカテラが環境を大切にしていると思ったのか？」と問うことで、環境を大切にし

ていることに焦点化し、その内実について考えることができるようにする。 

 

 

○子どもが発言する際にアミカテラのものづくりの製造過程・材

料・製品など、どこの部分に着目して「環境にいい」と考えて

いるのか問い返し、それらの視点を板書することで「環境にい

い」に内実について多面的に捉えることができるようにする。 

○ 前回の振り返りに「環境に縛られるのもよくない」や「環境

のことを意識し過ぎても、すぐに効果は出ないからあまり意味がないのではないか」と記述

している子どもの振り返りを取り上げると同時に、アミカテラのものづくりのデメリットを

全体で確認することで、なぜデメリットがあるのに環境を大切にしたものづくりをしている

のかについて考えることができるようにした上で、本時の課題を設定する。 

 

 

○ 机間指導の際に、アミカテラは制作費が高くなることなどのデメリットよりも、「地域貢

献」や「消費者の健康」等を重視したものづくりをしているからではないかなどと話してい

る子どもを見取っておく。その後、全体で話し合う際に、それらの子どもの発言を促すこと

で、アミカテラのものづくりについて多面的・多角的に話し合うことができるようにし、工

業生産について新たな視点に気付くことができるようにする。 

○ アミカテラのものづくりについて十分に話し合い、新たな視点を共有できた後に自分のチ

ラシを見直す時間を設けることで、それらの視点を基にチラシを再考できるようにする。ま

た、アミカテラのチラシに関して満足感を感じている子どもがいた場合は、「以前調査して

いた全国各地の工場は何を大切にしてものづくりをしているのか」と問うことで、以前に作

成した全国の工場のチラシに立ち返らせ、アミカテラのものづくりとそれらのものづくりを

比較したり、関連付けたりしながら日本の工業生産を捉えることができるようにする。 

○ 本時の中で明らかになったことや、新たに考えた「日本 

の工業生産に大切なこと」などを発表させ、共有すること

で、振り返りの見通しをもつことができるようにする。 

○ 地域貢献や健康等のアミカテラのものづくりのねらいや、

再び全国の工場のものづくりに向けた振り返りを記述してい

る子どもを見取り、全体で発表させることで今後もそれらの

視点をもって活動ができるように意識させる。 

子どもたちはアミカテラと出合い、「環境にいいものづくりをしている」と

いうイメージをもっています。本時では、デメリットを抱えながらも環境にい

いものづくりをしているのはなぜか話し合うことで、環境保全の内実やアミカ

テラのものづくりのよさを改めて見つめ直し、チラシを再考していきます。 

【教材・教具】 

〇 学習支援ソフト 

○ 見学旅行のしおり 

〇 学びの足跡 

【評価】 

アミカテラのものづくりの

ねらいについて考え、見い

だしたことを基に、チラシ

を再考することができる。 

（チラシ・振り返り） 

アミカテラのものづくりの何が「環境にいい」のだろうか？ 

デメリットがあるのに、なぜアミカテラは環境にいいものづくりをしているのだろう。 



 


